
 （４）世界遺産の登録基準への該当性  
 ①遺産の適用種別及び世界文化遺産の登録基準 
・遺産の適用種別：記念物、建造物群及び遺跡（文化的景観を含む） 

・登録基準：(ⅲ)（ⅴ）、（ⅵ）に該当 
 

（ⅲ）越前馬場の平泉寺では日本最大ともいえる中世宗教都市の遺構が確認されているほ

か、各社寺の境内や禅定道沿いに点在する社堂跡などには今は失われた建造物や宗教

儀礼に関する豊富な考古学的遺跡が地下に埋蔵されている。この遺跡群は宗教文化に

関連して、今は失われた文化的伝統の存在を示す希な事例である。 
 

（ⅴ）白山麓には、大壁造りの伝統的建造物群や仏間とは別に「ハクサンノマ」をもつ石

徹白御師集落などあるが、これらはいずれも白山を背景として、世界屈指の豪雪地帯

の人々の暮らし、信仰、家族形態、養蚕等の生産体制を反映した伝統的居住形態であ

り、このような悪条件に適応した居住形態のあり方として、希有な事例といえる。ま

た、出作り小屋など焼畑農業・養蚕に関する文化遺産は、白山麓の土地に適応した土

地利用の顕著な見本であるといえる。 
 

 （ⅵ）資産を構成する個々の記念工作物及び遺跡は、神道及び仏教、その融合の過程、あ
るいは分離の過程で生まれた修験道などの独特の信仰形態の特質を表す顕著な事例で

ある。このような神聖性の高い自然物又は自然の地域において、中・近世から継続的

に行われている能の源流である「長滝の延年」（延年の舞）などの祝祭や木偶まわしな

どは文化的景観を構成する有形・無形の諸要素として優秀なものである。また、『枕草

子』をはじめ日本を代表する多くの文学作品にも登場している。 
 
②真実性の証明―完全性の証明 

  構成資産のうち国指定文化財については、すでにその価値の真実性は示されており、指
定されて以後、所有者をはじめ地方公共団体などにより適切に維持されている。また、県・

市の指定文化財については、詳細調査を実施し、国指定を目指すとともに、その適切な保

存に努める。国・県・市の指定を受けていない文化財については、個々の調査により完全

性を確認しているが、さらに詳細調査を実施し、国等の文化財の指定、選定を受けること

により保護し、資産全体の完全性を担保する。 
 
③類似資産との比較 

  紀伊山地の霊場と参詣道はこの地方の神聖性が仏教国である浄土と関連づけて重要視さ
れた過程を示す遺産であり、普遍的な価値を人々の心の癒しとしているのに対して、白山

は白山信仰が日本の神仏習合の先駆けをなした点が際立っている。眺めるという行為を「遙

拝」という宗教的な営みに変えたところに白山の眺望文化の深さがある。また、世界有数

の豪雪地帯という厳しい自然環境に耐えた山麓の人々を支えた白山信仰の強さである。こ

れを背景とした白山信仰の関連遺産群をはじめ伝統的居住形態や文化的景観が顕著な普遍

的価値を有する。 
今回提案された富士山は、顕著で普遍的な価値が古来から人々がその神聖さと崇高で畏

敬の念を起こさせる壮大な美を感じ、様々な価値を見出してきたことにあるとしている。

また、出羽三山は、出羽三山への人々の信仰や米、紅花が最上川を通って運ばれた文化な

どによって形づくられた文化的景観を提案する方向で検討中との発表がなされている。よ

って、白山とはコンセプトが異なる。 
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